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'す
^

目
I

ビ

は

嚴

別I

、
且
眞
»
濯

が

I

價
値
論
：の

馨

暴

っ

て

居

る
#

I

ば

，
1

^

ろ
で
|

(

後
段
參
照)

。

ベ

す

ィ

尙

身

も

、
ジ

雾
f

s

l

眞
■

德

觀

念

が

规

分

不

明

奪

赘

、

晶

接

的

態
f

於

て

表

は

名

て

居

る
i

は

之

を

認

蒙

が
”
依
然
f

s

r

s

於

て

眞

農

値

翁

容

し

允

V

云
ふ
點
に
於i

r

ス：

、
、
、
ス
、

：
.

マ
ー
艾
ス
：贏

糠

窗
_

鐘

へ

；て

居

盡
1

9
 ..

麥
る
I

へ
エ
ソ
ィ
，̂
ょ
れ
ば
、
前
述
せ
し
如
く
、
：
價
値
の
本
質
は
相
對

_

の
：も
^

で
あ
を
か
ら
、ぐ
かV 

の
f

は
I

任

意

且

無

證

用

の

靈

篇$
仰
。}

貨
物
の
價
侧
は
他
貨
紙S

交
換
關
係
を.示
す
も
I

:か 

ら

、
比

較

淼

る

貨

物£

っ
て
'
貨
幣
债
値
、.

1
價
値
、.
r

l偾
値 

I

多

纖

多
.:
.
#で

あ

：
っ

て

、

又

總

S

I

麓

れ

4

し
く
眞
■

値
1

A

I
還

f

の
，

て
、

含

舊

種
2

f

f

す
る
.

I
は
、
決
し
て
：理

論

翁

破f

し
め
■

以
S

却
S

、V
E /
求

模

救
.̂

無

用

の

議

論
?.
?:
齋
&
す

の

み

で

あ

；
る

(

，

九̂

.
.'
-
.
'
:
-
丨
 ̂

I 

I

、

僙

値

の

本

質

上

、

興

れ

s

f

於

け

る

貨

物

の
I

紫

可
 

B

互

，

1

ら

れ

得f

 

I

I
か
ら
、■ |

は

斯
1

|

の

み

產

係|

の
は
、S

、
:己
れ
等S

れ
る
時
期I

I

他

貨

物S

^
 

I

s

f蕾

か

.證

_

、.
'獨
立
的
S

へ
扁
の；

時
湖
_

;
議

富

^

丨
^

上
"

^
は
な
く
て-
こ
の
ニ
っ
の
異
れ
る
.時

沏

荔

鬆

交

換

：暴

る.賢

物

篇
_
の
：農

即
^
^

露
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笫
l
h三

卷

2

六
四)

r
f
f

エ
ル
‘
ベ
エ
リ
ィ
の
9
ガ
ァ
ド
ォ
批
判 

第
一
號
一
六
、
四

9

之
(1
等

貨

物

價

値0
.稹
^
:
5比
峻
を
：两

能

迄

見

て

居
5.
:

0然

か

も

、.、
ベ
モ
农
ィ̂
從

槔
«
:、「

<
、
ズB
'
R於
け
一
る
：生 

I
產

勞

働
■の
續
極
的
數
撒
化
變
化
於
あ
つ
«

、

可
等
0 .
.影
#
も
な
い
。

乙
れ
は
、
恰
も
生
虛
勢
働

：

の
a
極
的
.债
値
K
變
化
が
赵
つ
てH

.̂れ

：
等

價

値

間

^

比

率

に 

變
.化
4
含

限
-̂
、
何
等
0;
:
影
響
も
な
い
の̂
同
ー
で
あ
る」

ぜ(

鞋
ニ
ー〕

。
：

次

にY

キ
リ
ィ
は
偾
値
尺
度
論
を
述
べ
、タ
力
ァ
^

^
の
«
ぶ
懷
値
#
尺
度
«
る
用
語
(£
伏
在
ず
厶
恩
想
：§
混
亂
. 

を
：槠
摘
す
る
.9 :
;
.
.
へ
 

へ
.

へ 

'
.
’

ベ
工
グ
ィ
に
ょ
れ
ば
ぐ
.
價
値
尺
度
論
は
經
濟
學
の
：

.
諸
著
作
に
於
て
導
ほ
漠
然
：た
4
藤
* ;
を
ど
5 .
R

ず
ぎ
ず
、
且
恐 

ら
く
は
、
誤
謬
む
混
亂‘をの生ずるこど、乙
れ
甚

^
^:
:

も
ゆ
ば#
^

の
で
お
备3

先
ザ
凡
度
な
る
名
雛
ぱ
如
：
 

何
な
；

0

意_

を
有
ず
る
か
。

こ
.
の
名
辭
唤
は
種
：々

な
る
類
似
槪
念
が
あ
玢
。
冬
の
爲
め
拓

,

:
f

ざ
總
で
：の
著
作
者 

が
隙
'̂ .
さ
れ
來
つ.
た
：、
通
常
、
價
値
矽
測
.
嚴
ず
る
‘乙
ぜ
5 :
以
：て
距.
離

，
童
量
を
計
量
す
斧
乙
^

ミ
同
ー
義
比
鰣
じ
、 

足
な
て
、

斯
く
の
凱
く
價
値
^

測
定
ず
る
爲
めR

ば
、

不
變«

5-
膝

値
^
&
^

が
な
げ
执
ぼ
*

ら
ぬ
ミ
想
像
せ
ら
れ 

て
漱
た
。
乍
併
、
偾M

测
定
R

於
て
资
際
に
知
な
得
、る
^

^
は
次
0 .
事
實
ほ
過
ぎ« .
い
0

1|
|
]
ち

ん

の

玎

は

對

す

る

價
 

8
 
> f
e
R
B 

0 
G
R-
:
對
す
る
偾
傯
を
知
つ

V

居
る
傲
合
、
A

ど
0.

の
相
互
價_

嚴
び
恤
の
：總11
の
貨
物
に
對
ず
る
も 

の
比
較
：
§

購
贸
ヵ5 :,

知
る
乙
？
が
出
來5 ,-

の
み
で
ぁ
る
。
然

か

も

多.<-

© ;
經
濟
學.
者
は
、
是
：̂

滿
足
せ
ず
し
て
不
變 

c?
)

,
.f
i

K :
Je
-
?r
-
求
め
た
。

ー
貨
物
が
完
全.
な
る
偾
値
尺
度
た
る
爲
め
^
不
變
0:
«

條

好
*:
^
«'
け

れ

ぼ«:
.ら
3

^
云 

ぶ
#

#
の
働
念
程
、

乙̂
硏

究

に

於

け«5
;

不
注
意̂
>
著.
し
5
例
は
他̂

な
い
の̂

あ
るo
®f
る
觀
念
ば
、
疑
間̂
^

.

作
备
，で
も
笟
ゃ
し
て4
'氟
惟
者
ぉ
’
他
著
作
省
.へ
«
.ば
>

ャ
而
^

S

で
何
等
の
疑
惑
を
も«
起
す
厶
こ
を
な
ぐ
し
て
採
用
せ
ら
れ
來̂
だ
タ
然
か
も
、.：か
.
S
る
推
論
.
:̂不
合
狃
な
务
は
、 

餅
述
の
：勿
さ
價
俏
の
本
質&

&

«せ
る
も

の

^
は
明
a

■で
あ
；ら
ぅ
。
リ
力
ア
ド
オ
：は
衣»
§
:
賃
«

^

、̂
絕
^
冷
钗 

値
5:
:
.溉
定
し
た
。
然

る

化「

原
理」

5

 

.
苺
第
六
節
は
於
て
で
次
办
瀚
ぐ
論
ず
る
。
一

^
諸

貨

物

の

相

靈

値

が

變 

動
し
た
.場
合
は
は
、
其
の
何
れ
の
厥«
偾
値
が
下
落
し
、
何

れ0
眞
鸷
憤
假
が
騰
貴
し
た
が
を
確
か
め
る
苹
段
を
育
，
 

す

る
乙
ビ
か
紫
ま
レ
い
セ
.あ
ら
ぅ
o
而
し
て
此
事
は
、#
貨
物
^J

ば
、
交
'々

其
闯
身
他
の
^

^
物
0

«
祝
變
動
を
0 

く
免
れ
てQ

る
、
或
る
不
變
5
標
準
僙
値
尺
度
を
此
較
す
る
さ
を̂
依
セ
始
^
で
：ミ
れ
;?
:
行
^
乙
-̂
.が
妣
漱
る
。
：
：
#
 

し
乍
ら 

>
.
其
S
身
價
値
の
確
か
め
ら
る
べS
諸

物

ど

晋

變

麵
K
暴
.露
.せ
ら
れ
S

な
s

?

^

ふ
も
の
は
t

 

か
ら
？
即
ち
其
生
產
は
要
す
る
勞
傭
の
增
減
ぜ
ぬ
ど
い
：
ふ
も
の
：は
：

®

5
:
0
で
I

奢

、：：
管

尺

管

持

：

0

己w

は 

不
可
能
で
あ
る」

S

1二一)
〜

。
玆
に
ソ
力
.ア
ド
ォ
に
：於
け
る
：思
想
，の
混
亂
が
あ
る>

#|
.
.矛
盾
ず
る
ー
ー
個
の«
念
：が
贪 

ま
れ
て
居
る
。
Z'
れ
全
く
偾
値
の
本
質
に
舞
す
る
誤
認
匕»
實
價
値
|(
:
就
：で
0
彼
：の
諸
：̂

|

?

^
依
て
,
グ
«
が
て 

た
み
結
果
で
あ
る
又
彼
は
生
產
勞

«
の
ft
量
の
不
録
^

«
値
：0 '
:
不
變
^
を
絕
え
ず
同
：

|

«

L
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。 

洵
K
リ
カ
.ア
ド
オ
は
、
：
貨
物
の
债
値
を
測$

:
る
：乙
ミ
、
僙
値
：の
諸
原_

の
：疆

し

技

る

貨

物

.及̂

度
が
：確
認
す
る
乙w

の
、
全
く
興
^
た
ニ
個
の
觀
念
を
混
：同
じ
，で
居5:
:
@
3
^
: 
V 

;:;

;
 

.

.

.

. 

.
、
.
.
.
.
.

.
 

.
 

■:.
 

.
.
.

.
:

以
上
は
リ
力
ア
ド
才
k
於
け
る
價
値
槪
念
^
對
す
る
ベ
エ
リ
十
ゆ
批
判
で
あ
：る
が
、：•

、
を
批
判
は
必
然
的
よ
、

,*
D
て
リ
カ
ア
ド
ォ
の
«
値
論
ば
：價
«
原
因
の
說
明
で
あ
る
か
、
或
は
價
値
尺
度
ゆ
說
明
簡
あ
$
か
の
_

題
を
_

®

す
る
。
即
ち
貨
物
の
交
換
價
値
又
ば
湘
對
僙
値1

1

貨
.物
.の
幾
許
：悬
，が
他
0
貨
物
：■:
交
換
せ
ら
旮
：;-
\
:や
岭
法
則
ば
：
：

笫

ニ

十

三

昝(
1

六
6

サ
、i
 H

ル
•
ベH

-
V

ィ
の
リ
カ
アI

批
判
.

第I

魏

一

六

^



4

铬

ニ

十

ロ

辱(

一
 

2

0
 

^

i

A
 

第
一
雛 

‘H
C

六
：

そ
の
#:
0
ic
投
#

&
れ
^
^

比
較
的
藤
侧*
之
を
決
す
达
ゆ
リ
^

'̂
.|
-
す
^
根

求

命

遍

は
:,
,
'

恨
睢
尺
度
論
で.あ

る

が

、
”
鸢

者

0 -
.
.璐

衡

次

混

漪

砹

本

裏

」

る
を
ぬ
负
あ
私

ビ
11
る
.や
の
問
週
が
生
ず
ふ
0「

之
の
_

題
ぬ
就
セ
ベ
.
チ

？

：ィ

の

：解

_

:#
批
判
匕
を
聽
け
ば
'大
略
教
^
如
ぶ
贫
あ
各
:-
0
:

「

«
濟

學

の

諸

分

科

の

中
^
於

て

、
目

的

の

不_
赞

ミ

言
:»
ゆ
瞹
_

^

惱̂

資
3
:れ

る

之

ミ

、#
値

の
^

を
汧
究
ぬ
る
分
科
程
窗
し&
も
の
は
な
い
：。
ベ

f

見
.、：：
偾
値
の
尺
：度̂;
«

^
る
ゼ
承
^
系
^
; 

V

M
趣

を

求

め

：
る

客

い

：：

ふ 

こ
6
，t
の
區
別
は
明
味
で
あ
づ
セ3ざ
^
ザ
”個
め
«
念
、の
海
亂
譯
る.\:
危
_
ば
签
ぞ
«
圮
^

^

#

^

事
實
ば
、：
こ
れ
等
の
歡
念
及
ぴ
令0
表

现

せ
.6
-:-

れ

各

名

歡

找
#

'
鍇
突
、
：混
胤
が
あ
$

^

も

全

く

意

識

？

れ

祀

か

.
つ

S

タ

W

V

ベ

モ

ゾ

ィ

は

從

：
へ

ぼ

，

r

y

力

；
：
^

ド

^

も

‘亦

、

：
”

^

亂
ぽ
掛
つ
て
思
る
。

ド•
.ク
ィ
ン
；̂

ィ

に

：
從

：：
へ
.：：ば

、

5=s

ガ
：ァ
ド
^;
^
擧
齡
は
價
値
腐
因
の
說
狐̂

あ
.：̂
、
價
値
の
fe
準 

に
は
_
傲
な
き
も

の
で
あ
つ
て
、
事
®
、'
彼
は
*
濟
學
上
_
要
の
問
題
は
®

i
價
_
原
§

fe
の
み
存
す
夺
己
ど
ぉ 

カ

敝
N
r
n努
め
た
。
^;
工
リ
ィ
は
、
斯

ぐ
0
如

ぐ

リ

力

ァ
;]
-
オ
?-
以
*-
，
一

切

ゆ

瞹

帐

ょ

々

逃

找

得

^

々

«-
#

す

所

論
 

の

談

謬

を

指

脔

す

る
..
:°
日
ぐ「

『

經
濟
學
及
び
課
税
の
原
理#
を
瞥
見
ず
れ
®
、」

リ
ネ
ァ
'ド
才
も
亦
他
の
§

學
者
せ 

等
し
ぐ
0
0
^
陷
.つ
て
ゐ
る
乙
ビ
が
わ
が
る
であ

ら

ぅ

。

；

M
,

於

，
ク
イ
^

シ
.ィ
が
ッ
决&

1-
:ォ
の
偾
値
原
_
ば
.值
«
 

咫
度
！i
fc
:
關
係
な
し
ビ
云
ふ
の
は®
ぐ
ベ
.念
獨
斷
汜
あ
る
マ
‘ダ

力
デ
ド
ォ
矽
價
値
論
：は、
' 時
ど
じ
9
.原
调
論
览
あ
$

#
匕
1;
:
:て
：尺
度
論
.で
あ
つ
て
、
是
は
明
ら
か
に
彼
が
こ
ぬ
ニ
個
の
觀
念
間
の
楚
興
金
明
；確
把
把
搵
し
#

次
が
嗓
た
事

♦ 

.

.

.

實
釔
餸
1]
|

)

し
て
'

居
る
の
で
あ
-5
-」

：ど
0
:'

'

.:’

..：：
：
：
•

 
:

:
:

N
.

V
:

:
.

.

.

.

.

.
ベ

务

ブ

ィ

tt
、

.
リ

力

.
ァ

■

ド

ォ

自

身

の

言

辭

を

引

用

,
し

^

這

敝

&

問

題

を
.

_
明

ず

、
る

::
0

;
义

ガ

.ァ(

、
ド
^

:
は

：
二

『

«

_

』
〉

笫

.

.

J

章

第

」

節

^

於

て

「

1
«

物

ほ

投

ぜ

ら

れ

た

る

勞

働

嫌

は

多

ゃ

:0
: *
债

の

下
:̂
於

^ :
、

':
.茈

 

示

す

る

不

變’の

標

準

./
2

る

も

の

で

あ̂

^

«

!
肩

S

云

#

？

又

务

の

第5

節

^

於

セ

-;
-

>
勢

働

啟

總

セ

の

偾
« -
の

»

« ' 

で

あ

る
^'
述

べ

た

後

、

勞

働

を

以

て

一

切

貨

# ;
.
.の

交

換
«

« .
の

#

^

度

ビ

岔

來

ヤ.ダ

本

r

ヌ 

<

 
ス

の

言

葉

を

脚

»

ぼ

 

ii
l

用

し

て

居

る

。

猶

ほ

同

書

一

一
：
十

萆
JC
於

て

斯

ぅ

云

つ

て
©

る

o

l

r
法

ぼ

、

法

ど̂

^

せ

ら

る

ベ

さ

物̂

が

.
雨

者

 

M

M

な

る

或

る

他

の

尺

度
^

還

.元

*

ら

れ

得

る

場

合•の

外

は

、

法̂

造

- &
夸

>

同

;'
|
]
:焱

鹰

以

外

は

：
何

物

鉍

*

し

弋

 

も

债

傾

の

尺

度

た
'-
5

も

0

で

は

«

い
o
此

事

.は

予

の

信

ず

る

所

は

ょ

れ

ば

、

爲

じ

.得

ら

れ

：
る

：

f
:

そ

れ

は

爾

者

が

典
k

 

勞

働

：

：

の

結

*

で

あ

：
る

か

ら

；
で

あ

づ

て

、

又

從

ク

て

勞

傭

は

辟1

離

者

の

ー

眞«

«

靈

於

雜

對

糧

を

神»

1>
顏

令

 

共

通

の

尺

度

た

る

も

の

，
で

;*
る

し
^

1

1

>
 ’％

然

か

％

タ

力

で

' ^
ォ

は

斯

る

學

說̂

*

持

ず

る

爲

め̂

、

.
勞

働

は
«

 

姐

の

原

因

な.

沄

ふ

デ
’ス

タ

ュ

ッ>
 

•

ド

..
•
ト

ラ

，

シ

ィ

：
の

章

句

.

(

飩

5

0

を

引

用

し

て

居:5
:

;。

勞

働

ば

價

應

の

尺

度

な

プ

 

ク

岑

I
K

A

命

題

を

確
®

す

る

爲

め
^

，

勞

働

は

價

値

：の

原

因

な

；

ぶ

载

句

を

椟

用

乜

抡

こ

0

:

1

:事

之

そ

卜

リ

，
力
 

.ア

.ド

ォ

^

於

け

る
«

想

の

混

：
亂?:
:
最

も

的

確
^

明

證

し

得

る

も

の
^

あ

^

: ^

度
W

'L
て
ft
値
を
說
t 

X 

j

23
c
ふ
が
如̂

乙
^ '
.
^
；̂

力
ア

ド
ォ
の
難
想̂
^ :

甘

ざ
«:
^

^ :

.ミ

る
-/
>

^

あ

る
.̂

云

ふ

ド
•

ク
 

ィ
ン
シ
ィ
の
主
張
は
、
；
以
上
の
如
さ
ッ
カ
ア
ド
ォ
自
身
の
言
辭

^
:ょ
泠
8
.反
講
次
れ
；る
:^
..

S

か
冬
リ
カ
ア
ド
ォ
學
說
の'信
奉
者
はi

蘇

の

矛

盾

若&
ぐ
^
瞹

睐

の

責

ょ

々

彼

«

免

れ

し

め

：ん

'ヒ

し

^

^

如
{
論
ず
る
こ
S
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
0

^

眞̂
^
勞
働
が
:«
«:
の
« :
|
'原
_

で
あ
务
な
砹
ば
、

」

其
は
文
從
令
て
«
 

値

の
JH
*
な
る
茂
度
若
し
く
は
標
»
た
る
^
違
ひ
な
い
o
か

ぐ

の

如

々

：
乙

れ

整

妥

事

情

ば

必

然

的

^
相
s

_
#
. 

す

名

克

の

で

あ

る

管

、
偾
値5:
.何
れ
の
意
味
^
解
し
て
^
同
；计
で
あ
&
ヶ」

ぺ
e
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:
:
:
:
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ュ
土
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ベ
ェ
9
イ
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リ
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ア
ド
オ
批
判
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.第

.—
*
雜

六
八

洵
«
勞

働

が

價

値

め

唯
：：：

1
1
:
原

因

で

：あ

：：る

«
ら

ば
--
>

一 

名
ど
は
常̂

可
能
で
：あ
る
，
o
:
.而
芯
セ
Z
の
窟
味
け
於̂

、

「

勞
働
截
仗
爾.時
^
價
値
§
腐

闼

沱

あ

尤'
:
:
尺
度
^

作
併
、
；：斯
く
の
如
さ
場
合
赘
あ
ぬ
て
も
、
言
辭
ゆ
亂
用
の
：罪

_

免
れ
：な̂

の
飧
：あ
；る0

且
勞
猶
1:
を

以
1:
價

値

：の
腺
へ 

因

で

も̂
:ミ

し

て

も

，、
*

が
尺
^

ギ

し

て̂

役
立
づ
 ̂

- z 

.ド

•
：
ク
イ
ン 

シ
イ
：の
次
の
言
を
引
用
せ
：ん

. W.

す
る
^

の
で
あ
る
。-

^
憤
値
論
：が
價
値
め
苽
度
麻
ど
也
：

.て
_

べ
：：ら
^

ば

、
菩

人

は

を

の

價

値
.0
尺
度
が
容
易
^
適
用
.
3れ
る
t

v
を
要
求
す
る
タ
然
か
S

、：
そ
の
儐
修
尺
度
ば
明
ら
か
化 

適
用
さ
れ
得
な
ぃ
砂
で
あ
る
マ
何
故
な
れ
ば
ノ
為
の
生
產
ド
投
ぜ
も
れ
た
勞
働
量
楗
ス
多
ず
の
場
合
巧

^

極

め

て

闽

雛

で

あ

る

か

ら

で

あ

る

。

：
そ

は

备

く

布

可

能̂
衰
つ
：

V
、

も

ょ

い
0

^
あ

る

。:-
爾
か
く
«
際
^
適

用

：し

得

ざ
 

る
が
如
さ
偾
値
の
尺
度
は
.無
«
値

：で
あ
る

」
(

註
：
ニ
七

)

ど

::
°
.
'
:
:
.
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.

、
，ベ
ラ
ツ
イ
：は
、
斯
ぐ
の
如
く'
價
値S

原
因
ミ
尺
度
ざ
の
差
別
を
：論
，
た.る
後
^
再
び
戤
本
的
論
究
.に
：
_

^
 

植
原
因
め
意
義
を
論
ず
る"「

價
値
.の
療
因
紀
關
す
る
：硏
究̂

於
け
：る
维
？1';の
對
象
樣

意

義

、,-
即
ち
そ
の
眞
の
本«
如
何
を
：難
認
す
ノ
る
之
ビ
で
あ

‘
ね
：ば

な

ら

ぬ0
予
は
：旣.ド
.：

『

批

錄』

へ
第
-_
*

*

於̂
て
：、 

價

値

ば

ニ

物

阎

の

關

係

で

あ

る

け

れ

^
も

、
意
思.の
決
定
に
於
て
表
現
せ
ら
れ
.る
感

«
.邵
怎
心
：の
舦
顔
を
意
张
す
る 

せ

述

べ

た

。
か

、
る

感

覺

は

交

換

せ

ら

る

ベ

き

貨

物

ど

關

聯

す

る

種

々

な

夺

考

雜

s;

結
*
で

あ

る

。
從̂
て
>

«

«
 

M
因

の

硏

究

は

、
事

货

上

入

間

心

«!
お

輥

え

ず

^

#

す

る

る
れ
等
外
界
の

'«
顧
の
.研

究

：で

あ

：
る

.
。
：
こ

れ

等

外

界

s
'
« 

情

が

.即

ち

偾

値

‘の
諸
原
因
で
あ
る
々

：：

然

ら

ば

貨

物

の

交

換

量

を

猶

定

す

：る
諸
原
因
：

£
は
舰
獄
：な
名
：も
の
：で
あ

る

か

。
：

」 

ベ
，チ
ツ
イ
に
ょ
れ
ぼ
、
_
そ

^

#

^

0は

.>
貨

物
0

.«
«
は
:̂
_

1:
相
異
す「
る

爷

の

で

あ0

'̂:
.
>'、败

は&

^
、
ッ.交

換
#
^

ら
る
べ
&

ー
切
の
^
物
を
次
の
三
猶
^
戚
別
す
る
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c 

C

自
然
的
事
情
に
夂
る
獨
占
貨
物'

,

，

、

一

方

的

刺

益

の

場

合

」

.•
 

b
.、
双
方
的
利
益
の
場
.合
■" 

.

(

ニ
}

擻
人
が
そ
の
生
：產
は
於
て
他
人
ょ
み
ょ

C
V

大
な
る
.
.便
#
-を
有
す
る
が
如
态
貨
物：y 

(

三)

施
制
限
の
競#-
が
そ
の
生
鹿
に
於
て
行
は
れ
る
如
&

^

%

彼
は
.こ

の

三

個

の

場

合

温

じ

て

、
各
’

I

價
値
：の
原
因
f

i

の
を
擧
示
し
て
居
る
が
、
そ

の

說

證J

:の 

龠

見

の

見

る

ベ

袅

も
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が
あ
：る
ビ
は
云
へ
S
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6
、
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は
價
格
榔
成
條
件
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し
て'®
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知

悉

せ
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も
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る

—
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ナ
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九
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獨
り
哿
人
：の
肉
體
：的
並
に
樹
神
的
能
：カ
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行
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激
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•
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な
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縱
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出
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撤
ガ
忭
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あ
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し
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の
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リ
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し
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な
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又
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.
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備̂:
:
慠
氣
に
の
：繼

お

だ

の

れ

る

ミ
 

• 

‘ 

s

i 

^
M
B
0
0
9

 

- 

^

 

^

 

^

 

^

 

 ̂

i

 
七
砗
茛
、广
ぼ
.

ス5:
-
'
€
ォ

饊

齦

版

菪

ニ
六
 

0 
瓦)

。

'
 

.

.

.

:

'
■

.
 

■
■. 

^
.
-
.
.
.
v
.
-
.
-
.
^
.
.
.
.
.
- 

.

.

-

,

入

，

.パ

：

.

i:
.
.

:

:

.

.■

.
:

f

 

^
 

I

 

I

^
 

o
^
. 

^
. 

•

.

.

.

. 

.

■.
I
.
;:.:

.

.
! 二
八 

seligmpn. Essays in Ec§
n}ics, pp. 

8
300
6 
參

；

•

 

. 

,
 

J
- 
•

 

•
»
»
-
>
•
•
>
•
• 

• 

V 

- 

• 

> 

!
.

ニ
九 

S. Bailey, op, 

c
r
p
p
. 

162-232.

- 

:

.

.

.

.

.
、
.... 

... 

. 

.

.

.

.

.

 

——

.

.

.

.ぃ、

....

 

...■...■. 

... 

. 

.

.

.

■■
.
,
.
.
■■
;

:

.

v 

.

.

.

.

.
五
.
.
M
.
.
.
.

.

..•
 

. 

» 

• 

» 

- 
.
,.

.，

.
 

.
• 

'
 

.

.

.

.
:
,
. 

•. 

.

.
へ
デ
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イ

は
.
以
上
.の
^
く

、

»

濟
學
：土：̂

於
け
る
價
値
は
本
質
土
相
對
的
：槪
念
«

々
^
:
:
©
價

値

多

元

論

^
*

礎
、 

匕

し

で
..
リ
>

ア
ト
オ
の
價
値
論
を
反
駿:t
たo 

::そ
の
全
敬
論
が
、-.
'
:卞
は
：猶
冷
異
典
る
«

_
の
^

^
槪
念
規
«

^
伏「 

在

す

る『

矛
盾』

の
指
摘
ミ
、

「

.他
は
相
對
偾
値
或
は
比.
值
値
k
非
^

|

バ

遍

對

繼

』
〕

或

は」

.

『

美
實
値
ま
き
$
 

對
す
る
論
雛
で
あ
る
乙
す
はV

前
述
せ
し
苳
^
ろ
を
以
て
烟
白
：で
あ6
ぅ

,-
°
問
*
樣
:>
:
が

.:
>

.:
6

ベ
土 

メ
イ
©
タ
カ
：ア 

1
一オ
袍
制
論
評
が
果
し
て
肯
聚;^
中
:o
て
居
る
か

否
か
で
あ
..■る
。

ツ
カ
ア
ド
オ
の
«

«
論
^
表
ぱ
れ
る
諸
慣
«
«
彰

の
.舰

釋

兹V

は
、
■

々

彥

興

繫

あ

る
8

1

0
-:
:°け

れ
ざ
も
、てg
力
々
.ド
ォ
が
■

■

■

謹

せ

ん
e
し
ね 

る
に
も
拘
も
ず
、
猶
ほ
絕
對
價
値
の
槪
念
を
混
入
し
て

®

る
：な
ち
ば
ぃ
；
相
對
價
植
妓
み
を
®
め
.、
絕
翳
僧M

め
無
歡
， 

義
を
强
調
ず
る
べ
手
リ
イ
：の
批
評
は
、

.極

あ

て

當

然

ば

な

け

れ

ば.な
ら
零
い
f
從 

歡
ず
ッ 
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第

一

號

■
七

ニ

カ
.
ア
!̂
ォ
：化
絕
對
價«
々
概
念
が
あ
る
か
洳
何
ぅ
が
で
へ
あ
る
。

0
ギ

ィ

ト

火«
授
^
從
#

ん
e
.欲
す
る
.ミ
こ
ろ
は
、':
-
,
'
—-
貨
物
^
が
^

^
物
异
€
比
：較
^
龙
幾
許
の.價
條
?:
恭
^

か
^
|>
つ
て
、.
.
A
.
が
其
自
ff
i
幾
ぃ 

許
ぬ
傲
姐
を
示
し
、
若
し
ぐ
は
含
有
ず
る
が
に

&

存
し
な
^
。
此
猶
は
關
し
て»
論
*;
招
;.
<
-の
ぼ
0

ゾ
カ
ア
ド
：才.の
.■
: 

^
决
の
職
*

^

&ざ
る
の
罪
|^
歸
す
べ
き
感0
で
あ
§.
:

?
。;-
即
ち
_

ぐ
、

「

ッ
力
.チ
_

オ
:»
±
本
確
實
な
表
現
方
法̂
i
. 

つ
て
多
^
-の

不

明

確

蠢

起

し

た

が

、
彼
の
價
値
理
論
を
如
何
に
解
決
し
て
居
ゼ
翁
就
て
は
、
何
等
の
疑
惑
も
殘 

さ
ず
、
：
且
又
、-乙
の
解
釋
を
圆
執
し

(

で
居
從
の
で
あ
答9
彼
は
S「

眞
實
使値

.}:

又

择

袭

錬

價

値」

k
就
て
述
べ
て 

厨
る
場
合
も
、

彼
の
價
値
溉
念
鉍
相
對
的
意

»
を
與
人
怍
0パ
換
言
す
れ
ぼ
、
；
-貨
物
八
は
：广

も

れ

自

哦.
十
宠
.
s
«
値 

最
を
表
示
す
る
成
は
含
有
す
る
こ
.，̂
を
說
M

せ
ん
S
む
た
.も
の
で
は
な
ぐ
、̂
は
他
め

貨

物<£
比

較

し

て

：
一
:
难

の

儇
 

値
*:
を

表

：
は

す

M

<?
を

說
M
しやした。己の乙

V

は
、
彼
の
著
作
の
主
要
部
分
が
說
明
し
て
居
る
の
で
あ
る

」

 

i

s

o
»f
る
デ
.ィ

ー

，

の

辯
®:
的
ロ
吻
に
反
し
て
、
我
が
小
泉
敎
授
は
、

y
力
；ア
ド
ォ
は
絕
對
價
値
の
槪
念
あ
る 

VJ

解
釋
せ
ら
•る
S
。
日
ぐ
、

「

固
ょ
.
-

CV

リ
力
：ナ
ド
オ
が
詳
論
す
る

w

乙
ろ
の
相
»
價
値
に
あ
々
イ
、
絕
對
愤
値
に
あ
ら 

ど
は
論
^
し
ど
雖
も
、
絕
對
價
値
の
觀
念
が
全
然
彼
の
念
頭
に
存
す
る
乙
ミ

3:
か
办
し
ミ
云
ふ
は
稍
<
過 

ぎ
た
る
を
錯
ゆ
。
上
記
の
引
用
句
：

.

(

第

一

章

第

六

節

不

變.の
«
値
及
度
に
就
て
、..
並

ぱ

"
索

ニ

十

莖

债

値

ビ

富
 

ビ
。
を

の

差
別
釔
录
す
諸
性
質
啉
が
•章
句
、
本
稿
前
；段

參

照

贫

照

ら

し

て

、
彼

の

: #
對

價

値

論

篇

^

利

ミ

見

漠
 

た
る
一
種
の
絕
對
偾
値
あ.

CV

た
る
も
の
：̂

解
す
る
は
決
し
て
不
常

 

<
評
ず
可
■か
ら
^

o
た
ビ
絕
對
價
値
を
論
じ
て
、

一
定
景
蒡
儆
の
體
舞
せ
ら
れ

.杧
る
貨
»
は
其
©
體

單

獨
^
.
1定

顧

の

偾

椹

を

有

す

ヒ

主

藤

せ

ん

が

爲

め

に

は

、
先
づ 

興
種
以
勞
働
を-一
の
1標
«
.勞
働
に
約
：元
し
セ
、

令
の
：
：

1
,定
*

&
以
で
'動
-̂

挎
ー
_
補
0
値

値
^
含

み

、'
«は

食

む

も

、

•の
.？
な

る

べ

か

ら

ざ

る

忙

、
リ
力ア
ド
オ
は
.
輕

：
ぐ

此

問

題

釔

_

面
め
_
怍
で
.
«過

以

苽

ん

釭

以

：；て

、
,
f

:

の
：顧

對
 

價
®
論
ぼ
遂̂

成
形
發
腿
す
る
み
甚
礎
を
得
ず
^

で
終
れ
6

ど 
一

K

ふ
べ
；き
な
ヶ%
独
lc3
^

A
®f
5-
-

小
银

敎
VA
O.
.

雜̂ 

•の
泊』

，

s 

z W

は
、
前
述
せ
し

如

原

理

』

第
一
苺
鍛
六
節
及̂

镞
ニ
十
萆
中
ょ
り
摘
^
し
た
‘
章
句
は
由
て
明 

白
で
あ
る
。
假令
、
價
値
®
體
裱
價
値
形
態
ビ
を
明
猶̂
«.
別
す
る
€
共̂

、
前
者
&

*
礎
迖
.ず
：る

統

：|
的
：價
叱
論 

が

マk

ク
ス
^.
依
て
逄
成
せ
ら
れ
た
(£
は
沄
へ
、
リ
カ
ア
ド
オ
自
t

k
於
て
も
、
^
の
說
述
0

«
鑛
は
姑
く
措
ぎ
:>
' 

絕
$
似

値

論

の
あ
め
ら-5
:
.、
.
z
’r
は
.異
r
な

き
€
Z-
/?
'
で
あ
^
？

义
イ
.
.
•
フ
.
ク
ネ
.
.ヒ
'
ト.
..̂亦
^
.の
.如

く
^
べ
.
.じ
.
&
,る
0( 

—

妓
R
明
*

d

な

Z
ビ
は
、ッ
力
ア
ド
オ
自
ら
貨
物
：の
絕
^
^
懺
を
硏
究
せ
ん
ミ
欲
贫
る
卷
ど
げ
反
對
乙
れ
カ
め
た 

化
も
拘
ら
ず
、
彼
は̂
の
叙
述
化當

： .

つ
て
：、
絕
對
的
勞
働
量
に
ょ
つ
て
マ
定

‘の
絶
*
價

値

を

前

提

じ

た

^

%:
ふ 

一
0 

で
あ
る
，

何
故
な
れ
ば
、
リ
力
ア
ド
オ
が
こ
、
は
眞

_
價
値
迄
袞
ぶ
も
め
は
、
：
絕
»
僧
®
:で
あC

N
、

.':

他
商
品
k
:對
ず 

る
凡
て
め
關
係
ょ6
乖
離
せ
る
價
値
だ
か
ち
で
あ
る

」

蘇
p

?

p

:故
；
;̂■
■

■?

ベ
モ
” 

A

0乙
の
^：
カ
ヤ
ド
オ
批̂

ぶ
土
：
 

充
分
の
根
據
が
あ
るS
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
^
、
リ
カ
^;
’|-
ボ
は
.
^
;嚴
格
#

6:
意

義

に

於
：：

て

は

、
ハ
價
値
の 

原
因
ビ
し

て

勞

働並
に
時
間
の
喪

素

を認
め
^
R ;
至0

た
か
ら
、
價

値

多

元

論
^

*
礎
^

*
る
べ
工
：
ダ
ィ
の
：論
賴
は 

乙
の
意
義
^
解

す

る
^
き
は
、
聊
か
正
鴻
を
失
し.で
居
る
o

ベ
..

エ
ツ
七
.自
身
^

乙
の
點
化
就
て
次
の
如
ぐ
述
碌
て
居 

る
o
- 

n
洵
R
リ
カ
ア
ド

ォ
は
、
貨

物

の

價

値
k
影
響
す
る
他
の
諸
原
因
、
例
へ
ば
、
.；

時
間
、
固
定
資
本
^
流
動
資
：
 

本
€
の
比
例
の
相
異
、
資
本
の永

績

性

の

木

缗

等

w

茇
ふ
が
如
為
諸
原
因
-?
:
明
白
择
認
め
%'
&
各

。
然
か
も
？
か
、： 

る
訌
芷
に
拘
ら
ず

、

；

リ
カ
ア
ド
オ
の
.信
泰
者等
.は

、

侬
然
：：ミ
し
^
勞

働
»
を

以

：て

價

値

：の
唯
ー
：
.：
原

因

ビ

し

て

较

る

;'
,
0
へ
 

彼

等

は

、

1

切

の

價

値

原
因
^
;
.
tJC
歸

せ

し

めや
ぅ
ヒ

欲
す
る
が
、
其

は

：不

可

_

事

代

屬

す
^

。
：
设

等

ば
貨

繁

初

第

一一
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互
交
換.
仳
於
^

人
間
ぬ
规
妃
作
用
す
る
猶
々
*

奋
考
盧
を«

過

.̂
て
居
る
';
0

あ
^」

w

a

s
 

o 
從
<>
て

、
1

:0
®

^

於

「

け

る

ベ

：
エ;?
:
ィ
0
批

判
|3
;
ハ
&

;ミ
^

^

m

^
ス̂
：
，K
,*
.ク
ィ
ン
シ
a'
.
の
债 

姐
論
は
對
^

る
ネ
の
で
あ
：タ
で
？
あ
を
限
度
鉍
於
セ

.は
、
へ̂
 

1_

帶
水 

S

K
O:
て
^
蝥
.支
な
，

S
の
で
あ
る
。
：

:

茲
に
洼
意
^
耍

す

る

は

、
.
後

#
火
力-
:r
ド

ォ

询

身

ハ

，
，
精

確

な

る

「

價

値

尺

度

e:

求

妁

得

：

ベ
：：：

か

ら

ざ

る

乙
v
f
c認

め

：
、
”
：
： 

自
說
0
H
し

さ
Z-
ど
を
主
張
す
る
ょ
办̂
論
敵
の
說
の31
^

[»
れ

0̂- 

^
c
. 

 ̂

^

事
で
あ
る
o 

即

ち
-V
，
力
：
口
：.デ
ク
R
對

:.
(
>て
は
、

「

數
學
的
糈
«
を
有
す
る
價
條̂

度

は

之

：を

求

氣

得

«:
$
;:
;
0ニ#
:の
見
：5;
:レ 

て
す
れ
ば
、.

「

吾
人
は
た
ぐ
不
完
汆
弈
る
尺
鹿
中
^
於
て
：撰
檩̂;
な

:^
得
る
^
す
ぎ
货
、';
本
來
完
奔
な
る
尺
度 

の
.が
*

V'
'か
ち
:？
菩
人
は
斯
る%
の
を
求
^-
る
事
は
；不

可

鄉

の

麟.^
思
は
れ
る
レ«

:$
:
ぜ
述
^

，

マ
が
；：
^

ス
^
0 .
論
 ヾ

郇
は
於
て
も
、
略
 
' 
之
を
同
機
5-
:灸
否
定
的
結
論
に_

達
^

て
.
©る
。
レ即
ち
|
:八
驾
_

:#
八
戽
ヤ
五
：日
附
の
；
ァ
ダ
免 

ス'宛
.の
#

«
代
於
セ
、

「

予
0
貴
下
に
對
す
る
：不
难|*
、
：
貴
^

I

人
^
精
|細
な
へ
る:«
値

尺

度

を

與

へ

た

ポ

主

張

す

る
 

予
は
此
權
利
主_
瘃

反

對

し

：
て

次

の

：之

ヒ

を

去

ぼ

ふ

ぢ

思

ふ

一

—

今
予
は
鹿
就
し
、
、
貴
：下
は
i

し 

たV
:

い
ふ
の
で
味
な
ぐ
し
て
，
貴
下
も
苄
^
共
^
失
敗
し
^

^
校
^
予
の
自
ら
な̂

得
技
安
嘗
^
揚
#

^

今
現
i-
c
‘

揚
言
す
るv

j

乙
'ろ
は
是
-̂

以
で.

盡

く
S
タ
而
.し

て

若

ん

貴

下

が

：
乙

れ

：.土

 

4
も
大
奪
^:
權
利
を
主
張
し
な
い
な6>
:
®
、
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. 

. 
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•

.

予
は
SI
R
謙
讓
犷
る
觀
度
を
e
次
；で
あ
ら
ぅ
。
尨
乂
予
味
、
.
貴
下
が
会
.の
志
：じ
て
&
衣太問敗就匕たが

e

®

’ 

言
す
る)

の
，̂
竊
離
す
谷
乙
^
は
出
來
な
ぃ
>o
:.
'
-貴
下
^
答
.ふ
名
昤
方
o;
K
、_
:予
は
®
傾
_

が
^
れ
^
依
令
て
0
:み
«
: 

ち
务
沭

-u
竺
芦
っ
_

器
を
瓜
ひ
ゥ
パ
>
ぁ
：る
も
ゅ
^
ぁ
;̂
:;
:
9
:
-
1 '
;
し
孓

度
に
對
h
て
％
1
等
し
ぐ
逾
用
ぜ
A

為

d

の
^
あ
：る
：

K
r

ビ

を

一

予

.

s

:
.0
就

；ふ
，
^
: 

f

ろ

ば

：；
，

紙
一
謝
的
， 

:
:
:
1

の
.
尺

度

f

:

も

の

な

し

器

■

囊

で

あ

る

：
。
.
此

冷

物

生

：產S

せ

ら

る
、
勞

働

の

增

減

ょ̂
生
：ず

る

變

齡

歌> 養

侧

嚴

し

得

名

：が
、

勞
鑛
だ
利
濟
匕
は
縛
亂
ず
苓
比
一
：
 

仞

：の

及

同

に

贿

し

て

は

闽

娜

が

あ

る

o
是

等

の

此

例

办

鐵

爾

は

、
嚴

：の

棚

對

價

撇

私

之

:̂
&
會

せ

ら

る

、
勞
働
：
 

及
び
‘

«
の
大
小
^
應

じ
i

BL
ず

る

。.
而
し
て
«
等
：の
：鐵_
は
»

|

:欲

朱
_

|

樂
ー&

値

尺

度

ネ

«

し

免 

力
：つ
たo
而
し
て
予
は
备.の
遂
^
存

し

を

い

で

あ

ら

，

フ
之
ど
^
信
—
る

も
0:
セ

あ

务
(_
,

七〕

^:
云
：つ

ち

(
S

八)
0然

取

冬
、
ソ
力
ァ
ド
ォ
の
擅
«
論
は
、
.彼
自
身
の.斯
る
不
滿
：艰̂
-%
;拘
:&
:
;ず

，
常

代

茶

死

鳥

版

她

ぐ
—
？

磨

る
-0
:
.
:彼
_
 

價

値

論

は

：
、
.
之

を

修

€
し

て
»
ほ

：魏

在

妃
«
谶

ぞ

生>
て
：居

る'の

で

あ

务

。

「

麗

譽
|

«

_の
_

®

^

^

,
故
化
入
は
皆
4

ァ
ド
|

以

そ
、
：
：11

#
片
«'
域
に
於
け
る
亂
-«
は

：

他
の
^
の
を
以
て
ジ
ヵ
ァ
ド
本̂

^

^

め̂
凑
-̂
ぞ

^
ぼ

な

ぐ

て
,-
"

獬
乙
、

之-;
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大
成
す
る
每
匕
セ
あ
る

」
(

独
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唱
べ&
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、
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蒂
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す

る
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.̂
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を
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(
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